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人権

No.290心の扉

幸せになろうね幸せになろうね

◆世界メンタルヘルスデー とは？

　世界精神衛生連盟（WFMH）が、1992年より、メン
タルヘルス問題に関する世間の意識を高め、偏見をなく
し、正しい知識を普及することを目的として、10月10日
を「世界メンタルヘルスデー」と定めました。
 その後、世界保健機関（WHO）も協賛し、正式な国際
デー（国際記念日）とされています。

◆メンタルヘルスについて

　メンタルヘルスとは、直訳すると「こころの健康」を意
味します。世界保健機関（WHO）では健康を「健康と
は、病気でないとか、弱っていないということではなく、
肉体的にも、精神的にも、そして社会的にも、すべてが満
たされた状態にあること」と定義しており、単に身体が元

気でも、こころが疲れていては、健康とは言えません。
 だれもがストレスを感じたり、気持ちが落ち込んだりす
ることはあります。
 こころの病気は大変身近な問題ですが、本人が苦しんで
いたとしても周囲からはわかりにくいものです。こころの
病気といえば、うつ病をイメージされる方が多いでしょう
が、他にも統合失調症やパニック障害、躁うつ病、強迫性
障害、薬物依存症、発達障害など様々な病気があり、症状
も個人によって様々です。いずれも、誰でもかかる可能性
があり、特別な病気ではありません。
　困った時に支えになるのは、メンタルヘルスを理解して
くれる身近な人たちです。
　こころの病気を正しく理解し、こころの病気を抱える
方々が地域で共に安心して暮らせる社会を築いていくこと
がとても大切です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　健康福祉課

伝えたい「ちょっといい話」「心あたたまる話」をぜひお寄せください。
ハート降るここのえ担当　阿部　征則
郵便の場合は、〒879－4895　九重町大字後野上８－１　九重町役場企画調整課まで

1 0月のハート降る♥ここのえ

絶
望
の
被
災
後

消
防
団
員
の
存
在
に
光
が
見
え
た
。

　
７
月
の
豪
雨
災
害
は
、
町
内
各
所
、
あ
ら
ゆ
る
場
所

で
目
を
覆
う
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
今
も
傷
跡
を

見
る
た
び
に
心
が
痛
み
ま
す
。

　
あ
の
夜
、
一
人
暮
ら
し
の
私
を
近
く
の
友
人
が
心
配

し
て
「
早
く
逃
げ
ん
と
危
な
い
。
私
の
家
に
お
い
で
」

と
避
難
の
手
助
け
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

　
翌
朝
、
雨
が
治
ま
っ
て
自
宅
に
帰
っ
て
み
る
と
、
床

上
、
タ
タ
ミ
、
家
具
ま
で
泥
だ
ら
け
の
我
家
に
唖
然
。

体
も
弱
っ
た
一
人
暮
ら
し
、
も
し
友
人
が
来
て
く
れ
な

か
っ
た
ら
・
・
・
。
何
も
考
え
ら
れ
な
い
状
況
の
中
、

友
人
や
近
く
の
人
々
が
連
絡
を
取
り
合
っ
て
く
れ
て
、

し
ば
ら
く
す
る
と
、
多
く
の
消
防
団
の
若
者
た
ち
が
集

ま
っ
て
、
家
具
の
移
動
、
タ
タ
ミ
の
運
び
出
し
、
そ
し

て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
の
泥
出
し
の
打
ち
合

わ
せ
ま
で
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
、
行
政
、
そ
し
て
周
囲
の

方
々
、
多
く
の
人
た
ち
の
存
在
に
支
え
ら
れ
、
自
分
が

あ
る
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　
特
に
、
高
齢
化
や
人
口
減
少
な
ど
淋
し
い
声
ば
か
り

聞
こ
え
て
く
る
昨
今
で
す
が
、
身
近
な
地
元
の
若
者
た

ち
が
消
防
団
員
と
し
て
、
誰
も
が
大
変
な
状
況
の
中
、

我
事
は
後
回
し
に
し
て
活
動
し
て
く
れ
た
姿
に
頼
も
し

さ
み
た
い
な
も
の
、
こ
の
町
の
将
来
に
光
を
見
た
気
が

し
ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
も
支
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

世界メンタルヘルスデー世界メンタルヘルスデー
2020

～つながる、
　　 どこでも、だれにでも～
～つながる、
　　 どこでも、だれにでも～

毎年10月10日は
世界メンタルヘルスデー
（国際記念日）です！
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●児童書・コミック
おむつのなか、みせてみせて！　ヒド・ファン・ヘネヒテン
うちゅうじんはいない！？　　　　　　ジョン・エイジー
じゃない！　　　　　　　　　　　　　　　チョーヒカル
鬼遊び（全４巻）　　　　　　　　　　　　　　廣嶋玲子
あつかったらぬげばいい　　　　　　　ヨシタケシンスケ
音楽が楽しくなる（学校では教えてくれないシリーズ30）　その他多数
●一般図書
ビブリア古書堂の事件手帖 2　　　　　　　　　　三上延
商武の絆（おれは一万石 14）　　　　　　　　  千野隆司
殺人現場は雲の上　　　　　　　　　　　　　　東野圭吾
タクジョ！　　　　　　　　　　　　　　　　小野寺史宜
スキマワラシ　　　　　　　　　　　　　　　　　恩田陸
少年と犬（第 163回直木賞）　　　　　　　　　　馳星周
電話をしてるふり　　　　　　　　　　バイク川崎バイク
夜の向こうの蛹たち　　　　　　　　　　　　　近藤史恵
黙示（萩尾警部補シリーズ 3）　　　　　　　　　 今野敏
もう、聞こえない　　　　　　　　　　　　　　誉田哲也
俺の残機を投下します　　　　　　　　　　　　山田悠介
告解　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　薬丸岳
サキの忘れ物　　　　　　　　　　　　　　　津村記久子

志村けん 160の言葉　　　　　　　　　　　　 志村けん
鴻上尚史のもっとほがらか人生相談　　　　　　鴻上尚史
世界一楽しい決算書の読み方　大手町のランダムウォーカー
全員を戦力にする人材育成術　　　　　　　　　　有本均
ねるヨガ　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉田昌生
脳梗塞は防げる治せる自力療法
食べて飲んで身を守る！熱中症撃退レシピ
医者にがんと言われたら最初に読む本　　　　　中川恵一
1日 20ｇ！最強食材ピーナッツ健康パワー　中村信也・監修
新聞紙体操　　　　　　　　　　　　　　　　　　林泰史
わが家を最高の「モンテッソーリ園」にする61のメソッド　キアラ・ピローディ
定番おかずがぜ～んぶおいしく冷凍できちゃった 100　新谷友里江
魔法のてぬきおやつ　　　　　　　　　　　てぬキッチン
はじめてのどうぶつぬいぐるみ　　　　　　　長谷川孝博
暮らしのまんなかＶｏｌ．31
農家が教える転機を読む知恵とワザ　　　　　農文協・編
生き物としての力を取り戻す 50の自然体験　
九州の稀少植物探訪　Ⅰ・Ⅱ巻　　　　　　　　 大工園認
京都・奈良神社めぐり案内　　　　　　　古社参拝研究会
国立公園を旅する　　　　　　　　　　　ＮＨＫ出版編集
るるぶ九州ベスト ‘21　　　　　　　　　　  その他多数

新刊・新着図書案内 ～「ラストページまで駆け抜けて」２０２０年秋の読書週間の標語です～

ほんの森10月号 平日 午前10時～午後６時　土・日  午前９時～午後５時　月・祝 休み　九重町図書館　☎ 76－3888図書館だより図書館だより

　新型コロナ対策に心強い味方が入りました！
利用者の方が自分で除菌・消臭する除菌機にな
ります。貸出手続き後の本を紫外線と風で一度
に6冊まで処理できます。安心して自宅にお持
ち帰りできます。なお、返却された本は、今後
も引き続き1冊ずつ除菌水で拭いていきます。

　読書週間の季節が巡ってきました。いろいろあり過ぎの上半期でしたが、爽やかな風とともに少しずつ穏やかな
日常が戻りつつあります。図書館も、小さな秋のイベントをご用意して皆さまのご来館をお待ちしております！

『本の除菌機が入りました！』

『秋の読書週間―イベント案内』 

お
知
ら
せ

●「おはなし会」毎月第２土曜日　10：30～11：00
　10月の担当グループは
「チームそらまめくん」の
みなさんでした。11月は
「スター」（11/14予定）
のみなさんです。読書の秋
です。ぜひ、おはなし会へ
おこしください。

↓9月のおはなし会の様子。　↓読んだ本は展示してます。

★県内各地の公共図書館が、秋の読書週間に合わせて一
斉に取り組む恒例のイベントです。
★今年は、県内の各市町村に関連する「本」と「観光ス
ポット」「お祭り」をご紹介します！
★観光パンフレットを見比べたり、県内周遊に役立つ情
報がそろってます。お出かけ前に図書館でお楽しみく
ださい！

本で旅する大分県！
展示期間：10/27（火）～11/8（日）

★文化センターのエントランスにリサイクル本の箱を置
いてます。
★雑誌は２年前のものになります。
★持ち帰り用の袋等はご準備ください。
★残りが少なくなりましたら、図書館入口横の「善意の
棚」に移動いたします。

恒例！本と雑誌のリサイクル市
期間：10/20（火）午前9時30分～

★1年ぶりのココドク開催です！
★オススメの本を１冊持ち寄り、お茶をいただ
　きながら本を紹介し合うゆるい読書会です。
★参加者は一般の方のみ。先着20名です。
　お申込は図書館（☎76-3888）まで。

ＫＯＫＯＤＯＫＵ（ココドク）ｉｎオータム
おとな限定　夜の図書館　第七夜
展示期間：11/２（月）18：30～20：30 ★「食欲」と「スポーツ」の本が大集合！期間中にこの

イベント本を借りるとクジ引きができます！空クジな
しです。
★借りる冊数は関係なく、クジを引けるのはお一人、1
日１回となります。
★期間中（約40日間）は何度でも借りられます。繰り
返し借りてクジ引きチャレンジ！
★全問正解者にはさらにプチプレゼントも！

読書の秋でコラボ！「食欲」vs「スポーツ」
期間：10/20（火）～11/29（日）
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●　暮らしの情報

■
と
　
き　
11
月
26
日
㈭

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　
九
重
町
役
場
玄
関
フ
ロ
ア

■
協
　
力　
九
重
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

■
お
問
い
合
わ
せ　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
☎
７
６‐

３
８
３
８
）

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
お
母
さ
ん
、
お
父
さ

ん
、
寡
婦
の
方
を
対
象
に
相
談
会
を
実
施

し
ま
す
。
法
律
問
題
は
弁
護
士
が
、
面
会

交
流
は
経
験
豊
富
な
相
談
員
が
対
応
し
ま

す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い

■
と
　
き

　
11
月
18
日
㈬
午
後
１
時
〜
４
時

■
と
こ
ろ　
玖
珠
町
役
場
大
会
議
室

■
相
談
に
つ
い
て

・
弁
護
士　
河
野
聡
氏
（
お
お
い
た
市
民

総
合
法
律
事
務
所
）

・
相
談
員　
増
田
卓
美
氏
（
元
高
松
保
護

観
察
所
長
）

■
そ
の
他　
い
ず
れ
も
無
料
（
要
予
約
）

■
申
込
期
限　
11
月
12
日
㈭

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

玖
珠
町
役
場　
子
育
て
健
康
支
援
課
子

育
て
支
援
班
（
☎
７
２‐

２
０
２
２
）

　
行
政
相
談
委
員
は
、
国
の
役
所
な
ど
の

仕
事
に
つ
い
て
の
身
近
な
相
談
窓
口
で
す
。

■
と
　
き　
11
月
11
日
㈬

　
午
後
２
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　
南
山
田
公
民
館

■
そ
の
他　
相
談
無
料
。
予
約
不
要

■
お
問
い
合
わ
せ　
総
務
省
大
分
行
政
監

視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
７‐

５
３
３‐

１
１
０
０
）

■
と
　
き　
11
月
16
日
㈪

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
内
　
容　
主
に
身
体
・
知
的
障
が
い
等

に
関
す
る
こ
と
や
、
ご
本
人
ま
た
は
ご

家
族
が
日
常
で
困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

■
そ
の
他　
予
約
不
要
。
相
談
無
料

■
お
問
い
合
わ
せ　
社
会
福
祉
法
人
す
ぎ

の
こ
村 
Ｂ
ｅ
ｅ
す
け
っ
と

（
☎
０
９
７
３‐

２
３‐

７
８
９
７
）

■
と
　
き

　
11
月
12
日
㈭
〜
11
月
18
日
㈬

【
平
日
】
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

【
土
日
】
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

■
電
話
番
号

　
☎
０
５
７
０‐

０
７
０‐

８
１
０

　
（
全
国
共
通
／
大
分
地
方
法
務
局
）

■
相
談
内
容　
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の

暴
力
、
職
場
で
の
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
、
つ
き
ま
と
い
（
ス
ト
ー

カ
ー
）、
そ
の
他
の
人
権
問
題

■
担
当
者

　
人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局
職
員

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

（
☎
０
９
７‐

５
３
２‐

３
３
６
８
）

　

借
金
の
返
済
な
ど
債
務
に
関
す
る
こ

と
、
ま
た
家
計
の
や
り
く
り
に
困
っ
て
い

る
、
な
ど
の
様
々
な
「
お
金
の
困
り
ご

と
」
に
、
弁
護
士
、
司
法
書
士
、
多
重
債

務
相
談
員
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
と
　
き　
11
月
26
日
㈭

　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
玖
珠
町
役
場

■
そ
の
他　
事
前
予
約
制
。
前
日
ま
で
に

電
話
予
約
を
お
願
い
し
ま
す

■
主
　
催　
大
分
県
消
費
生
活
・
男
女
共

同
参
画
プ
ラ
ザ
消
費
生
活
班

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　
財
務
省
九

州
財
務
局
大
分
財
務
事
務
所

（
☎
０
９
７‐

５
３
２‐

７
１
８
８
）

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

各
種
相
談
（
相
談
無
料
）

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

ひ
と
り
親
の
た
め
の
無
料
法
律
相

談
会
・
面
会
交
流
相
談
会

障
が
い
巡
回
相
談

行
政
相
談

お
金
の
困
り
ご
と
相
談
会
（
無
料
）

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
掲
載
し
て
い
る
行
事
・
相
談
会
な
ど
が
延

期
ま
た
は
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
「
九
重
町
の
方
た
ち
っ
て
す
ご
い
で
す
ね
。
本

当
に
頭
が
下
が
り
ま
す
。
本
当
に
助
か
り
ま
し

た
。
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
何
か
機

会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
の

で
す
が
」

　
こ
れ
は
、
８
月
５
日
に
献
血
に
来
町
し
て
い
た

大
分
県
赤
十
字
献
血
セ
ン
タ
ー
の
方
か
ら
の
感
謝

の
言
葉
で
す
。
そ
れ
は
九
重
町
の
皆
様
の
献
血
に

対
す
る
意
識
の
高
さ
に
対
し
て
で
し
た
。
今
回
目

標
60
名
に
対
し
て
65
名
の
方
が
献
血
を
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
実
際
訪
れ
た
方
は
73
名
で
し
た

が
、
８
名
の
方
は
薬
の
服
用
や
比
重
不
足
な
ど
で

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
平
日
の
日
中
の
暑
い

中
、
わ
ざ
わ
ざ
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
り
、
た
だ
た

だ
感
謝
で
し
た
。

　
今
回
は
、
特
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
心
配

や
豪
雨
災
害
の
あ
と
で
し
た
の
で
、
ど
れ
く
ら
い

の
方
た
ち
が
来
て
く
だ
さ
る
の
か
心
配
を
し
て
い

た
の
で
す
。

　
私
た
ち
九
重
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
永
年
、

年
３
回
献
血
活
動
の
お
世
話
を
し
て
い
ま
す
が
、

中
に
は
１
０
０
回
以
上
も
献
血
し
て
く
れ
て
い
る

方
も
い
て
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

赤
十
字
の
方
の
お
話
で
は
、
今
、
血
液
が
不
足
し

て
い
る
そ
う
で
す
が
、
皆
様
の
お
か
げ
で
毎
回
目

標
人
数
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
、
う
れ
し
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

３
年
前
骨
髄
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
て
い
た
町
内
の

20
代
男
性
が
７
月
に
ド
ナ
ー
と
な
り
、
骨
髄
移
植

を
行
い
ま
し
た
。
一
人
の
命
を
救
っ
た
の
で
す
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
、
も
う
一
度
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ

ば
や
り
た
い
と
、
ま
っ
た
く
気
負
う
こ
と
な
く
応

え
て
く
れ
た
さ
わ
や
か
な
彼
の
笑
顔
が
忘
れ
ら
れ

ま
せ
ん
。
全
国
に
は
適
合
す
る
血
液
を
待
っ
て
い

る
患
者
さ
ん
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
ピ
ッ
タ
リ
適

合
す
る
確
率
は
数
万
分
の
１
で
す
が
、
命
を
救
う

こ
の
活
動
に
一
人
で
も
多
く
の
方
が
登
録
し
て
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
（
九
重
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ　
佐
藤
テ
イ
子
）

「
つ
な
ぐ
命
」

献
血
に
ご
協
力
い
た
だ
い

て
い
る
、
九
重
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
ご
紹
介
し
ま
す



16広報ここのえ　2020.10月号

暮らしの情報　●

■
と
　
き　
平
日
の
午
前
９
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
午
後
５
時

（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

■
と
こ
ろ　
日
田
公
証
役
場
（
日
田
市
）

■
内
　
容　
①
遺
言
の
ほ
か
、
高
齢
者
等

の
財
産
管
理
、
土
地
・
建
物
の
賃
貸

借
・
売
買
、
金
銭
貸
借
、
離
婚
給
付
、

尊
厳
死
宣
言
な
ど
の
公
正
証
書
の
作
成

に
関
す
る
相
談　
②
会
社
定
款
や
契
約

書
類
の
認
証
等
に
関
す
る
相
談　
③
相

続
問
題
に
関
す
る
相
談

■
そ
の
他　
電
話
で
事
前
受
付
が
必
要

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
日
田
公
証
役
場

（
☎
０
９
７
３‐

２
４‐

６
７
５
１
）

■
と
　
き　
11
月
５
日
㈭

　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
九
重
町
役
場　
１
階
会
議
室

■
内
　
容

　
相
続
、
遺
言
、
農
地
転
用
、
許
認
可
申

請
、
技
能
実
習
等
外
国
人
雇
用
等

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
行
政
書
士
会
日
田
支
部
会

（
☎
０
９
０‐

８
２
８
９‐

４
６
６
４
）

■
と
　
き　
11
月
13
日
㈮

　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
九
重
町
役
場　
１
階
会
議
室

■
内
　
容　
相
続
、
登
記
の
名
義
、
多
重

債
務
問
題
や
悪
質
商
法
ト
ラ
ブ
ル
等

■
そ
の
他　
原
則
予
約
不
要（
予
約
優
先
）

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ　
大
分
県
司
法

書
士
会
青
年
の
会
（
担
当　
大
野
）　

☎
０
８
０‐

６
９
２
８‐

７
７
３
０

【
電
話
・
面
接
相
談
】

■
と
　
き　
月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日
、

振
替
休
日
、
年
末
年
始
の
休
日
を
除
く
）

　
午
前
８
時
30
分
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜

午
後
５
時
15
分

■
と
こ
ろ　
大
分
県
庁　
別
館
５
階

■
お
問
い
合
わ
せ　
交
通
事
故
相
談
所

（
県
生
活
環
境
部
生
活
環
境
企
画
課
内
）

　
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

２
１
６
６

【
巡
回
相
談
〔
予
約
制
〕
】

■
と
　
き　
11
月
10
日
㈫

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
県
西
部
振
興
局
（
日
田
市
）

■
お
問
い
合
わ
せ　
県
西
部
振
興
局

（
☎
０
９
７
３‐

２
３‐
２
２
０
０
）

■
健
康
診
断
対
象
者　
両
親
ま
た
は
そ
の

ど
ち
ら
か
が
原
子
爆
弾
被
爆
者
で
、
大

分
県
内
に
お
住
ま
い
の
方

■
申
込
期
間

　
10
月
19
日
㈪
〜
11
月
30
日
㈪

■
実
施
期
間　
11
月
２
日
㈪
〜
令
和
３
年

１
月
12
日
㈫

■
申
込
方
法　
健
康
診
断
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
住
所
地
の
保
健
所
に
連
絡
を
し

て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
受
診
日
は
保

健
所
と
相
談
し
て
く
だ
さ
い

■
申
込
先
　
西
部
保
健
所

（
☎
０
９
７
３‐

２
３‐

３
１
３
３
）

■
お
問
い
合
わ
せ

・
西
部
保
健
所

（
☎
０
９
７
３‐

２
３‐

３
１
３
３
）

・
県
福
祉
保
健
部
健
康
づ
く
り
支
援
課

（
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

２
６
６
３
）

　
11
月
11
日
か
ら
17
日
ま
で
は
「
税
を
考

え
る
週
間
」
で
す
。「
税
を
考
え
る
週

間
」
は
、
国
民
生
活
に
深
い
関
わ
り
を

持
っ
て
い
る
税
に
つ
い
て
、
そ
の
意
義

（
必
要
性
）
及
び
役
割
（
使
途
）
を
分
か

り
や
す
く
説
明
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民

の
皆
様
の
税
に
対
す
る
理
解
を
よ
り
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
に
設
け
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
、「
く
ら
し
を
支
え

る
税
」
で
す
。
な
お
、「
税
を
考
え
る
週

間
」
の
実
施
に
合
わ
せ
て
、
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
内
に
「
く
ら
し
を
支
え
る
税
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
特
設
ペ
ー
ジ
を
設
け
、

国
税
庁
の
各
種
取
組
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ　
日
田
税
務
署

（
☎
０
９
７
３‐

２
３‐

２
１
３
６
）

　

※

自
動
音
声
案
内

　
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
と
は
、
ｅ
－
Ｔ
ａ
ｘ

に
よ
る
簡
単
な
操
作
で
、
事
前
に
税
務
署

に
届
出
を
し
た
預
貯
金
口
座
か
ら
の
振
替

に
よ
り
、
即
時
又
は
指
定
し
た
期
日
に
納

付
す
る
こ
と
が
で
き
る
便
利
な
電
子
納
税

で
す
。

　
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
を
利
用
す
る
と
、
金

融
機
関
や
税
務
署
の
窓
口
に
出
向
く
必
要

が
な
い
こ
と
に
加
え
、
即
時
又
は
指
定
し

た
期
日
に
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
資
金
繰
り
の
調
整
に
活
用
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
ｅ
－
Ｔ
ａ
ｘ
に
納
付
日
・
納
付

金
額
等
を
事
前
に
登
録
す
る
こ
と
で
、
納

期
限
前
に
計
画
的
な
納
付
（
ダ
イ
レ
ク
ト

納
付
を
利
用
し
た
予
納
）
が
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
届
出
か
ら
利
用
可
能
と
な
る
ま

で
に
１
か
月
程
度
か
か
り
ま
す
の
で
、
お

早
め
の
手
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
の
利
用
手
続
き
は
、

ｅ
－
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://w
w
w
.e-tax.nta.go.jp 　

ま
た
は
ｅ
－
Ｔ
ａ
ｘ
で
検
索
）

■
お
問
い
合
わ
せ　
日
田
税
務
署

（
☎
０
９
７
３‐

２
３‐

２
１
３
６
）

　

※

自
動
音
声
案
内

　
地
域
の
歯
科
医
院
で
は
診
療
を
受
け
る

こ
と
が
困
難
な
障
が
い
の
あ
る
方
な
ど
を

対
象
と
し
た
歯
科
診
療
所
で
す
。
お
困
り

お
知
ら
せ

遺
言
等
無
料
公
証
相
談

行
政
書
士
会
日
田
支
部
無
料
相
談
会

認
定
司
法
書
士
「
無
料
法
律
相
談
会
」

大
分
県
交
通
事
故
相
談

原
子
爆
弾
被
爆
者
二
世
に
対
す
る

無
料
健
康
診
断
の
お
知
ら
せ

ご
存
知
で
す
か
「
税
を
考
え
る
週
間
」

ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

▲国税庁HP

大
分
県
歯
科
医
師
会
立

大
分
県
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー
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●　暮らしの情報

の
方
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
所
在
地　
大
分
県
歯
科
医
師
会
館
内

（
大
分
市
王
子
新
町
６
の
１
）

■
診
療
時
間　
月
曜
日
〜
金
曜
日
の
午
前

９
時
〜
午
後
５
時

　

※

第
３
土
曜
診
療
、
第
４
月
曜
休
診

■
そ
の
他　
完
全
予
約
制
。
電
話
で
予
約

を
し
て
く
だ
さ
い

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
７‐

５
４
７‐

８
８
３
３
）

■
対
象
者　
大
切
な
方
を
、
自
死
で
亡
く

さ
れ
た
ご
遺
族

■
と　
き　
12
月
３
日
㈭

　
午
後
２
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
大
分
市
）

■
内　
容　
参
加
者
の
気
持
ち
の
分
か
ち

合
い
を
し
ま
す

■
参
加
者　
無
料
（
事
前
申
込
み
必
要
）

■
申
込
期
限　
11
月
26
日
㈭

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　
大
分
県
こ

こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
７‐

５
４
１‐

６
２
９
０
）

■
講
習
対
象
者　
消
防
法
施
行
規
則
第
31

条
の
６
第
６
項
及
び
平
成
12
年
消
防
庁

告
示
第
11
号
に
規
定
す
る
受
講
資
格
を

有
す
る
者

■
講
習
実
施
日

●
第
１
種
：
令
和
３
年
２
月
３
日
㈬
〜
２

月
５
日
㈮
３
日
間

●
第
２
種
：
令
和
３
年
２
月
17
日
㈬
〜
２

月
19
日
㈮
３
日
間

■
と
こ
ろ　
Ｊ
：
Ｃ
Ｏ
Ｍ
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル

大
分
（
大
分
市
）

■
定　
員　
各
20
人
（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
）

■
申
請
（
受
付
）
期
間

　
12
月
16
日
㈬
〜
12
月
25
日
㈮

■
受
講
料　

・
第
１
種
、
第
２
種
の
区
分
ご
と
に
３

２
，
３
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

・
合
否
判
定
通
知
郵
送
料
84
円
が
必
要

■
申
請
書
配
布
場
所　
大
分
市
消
防
局
、

各
消
防
本
部
、
（
一
財
）
大
分
県
消
防

設
備
安
全
協
会

■
お
問
い
合
わ
せ

（
一
財
）
大
分
県
消
防
設
備
安
全
協
会

（
☎
０
９
７‐

５
３
７‐
３
１
２
５
）

■
科　
目　
オ
フ
ィ
ス
ビ
ジ
ネ
ス
科

（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
基
礎
知
識
と
応
用

技
術
及
び
ワ
ー
プ
ロ
、
簿
記
、
会
計
等

の
事
務
処
理
に
つ
い
て
習
得
）

■
募
集
期
間

　
11
月
５
日
㈭
〜
11
月
20
日
㈮

■
定　
員　
20
名

■
入
校
試
験　
11
月
27
日
㈮

■
入
校
日　
令
和
３
年
４
月
９
日
㈮

■
対
象
者　
令
和
３
年
３
月
に
高
等
学
校

卒
業
見
込
み
の
方

■
授
業
料　
無
料
（
入
校
時
に
教
科
書
等

の
実
費
が
必
要
）

※

経
済
的
理
由
に
よ
り
受
講
が
困
難
な
方

に
は
、
融
資
制
度
あ
り
（
要
件
あ
り
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

（
☎
０
９
７
３‐

２
２‐

０
７
８
９
）

■
と　
き　
12
月
17
日
㈭

■
と
こ
ろ　
Ｊ
：
Ｃ
Ｏ
Ｍ
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル

大
分
（
大
分
市
）

■
受
付
期
間

　
11
月
５
日
㈭
〜
11
月
12
日
㈭

■
受
講
料　
７
，
０
０
０
円

■
定　
員　
45
人

■
申
込
方
法　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
受
講

申
請
書
を
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
て
申
込
み

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

（
一
財
）
日
本
防
火
・
防
災
協
会

（
☎
０
３‐

３
５
９
１‐

７
１
２
１
）

■
募
集
コ
ー
ス　
３
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｄ
活
用
科
、

溶
接
施
工
技
術
科
、
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
・
リ

フ
ォ
ー
ム
技
術
科
、
設
備
技
術
科

■
募
集
期
間

　
11
月
２
日
㈪
〜
11
月
25
日
㈬

■
訓
練
期
間　
令
和
３
年
１
月
７
日
㈭
〜

７
月
27
日
㈫

■
そ
の
他　
11
月
17
日
㈫
説
明
会
実
施

■
お
問
い
合
わ
せ

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

（
☎
０
９
７‐

５
２
９‐

８
６
１
５
）

試
験
・
講
習
会

自
死
遺
族
の
つ
ど
い

消
防
設
備
点
検
資
格
者
講
習

県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校
令
和
３

年
度
訓
練
生
募
集（
高
卒
新
卒
後
期
）

防
災
管
理
新
規
講
習

１
月
受
講
生
募
集

（
ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）

大分県最低賃金が
　　　　時間額 792円に改定

　大分県最低賃金は、本年 10月 1日（木）
から「時間額 792 円」に改定されること
になりました。
　最低賃金は臨時、パート、アルバイトを
含む大分県内で働くすべての労働者に適用
されます。

※最低賃金の算定に当たって、次の賃金は参入
しません
①臨時に支払われる賃金
②１か月を超える期間ごとに支払われる賃金
　（賞与など）
③時間外割増賃金、休日割増賃金、深夜割増賃金
④精皆勤手当　⑤通勤手当　⑥家族手当

【お問い合わせ先】
大分労働局労働基準部　賃金室
☎０９７－５３６－３２１５
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読 者 俳 句

11月号の締め切りは、10月30日（必着）でお願いいたします。
選者（古後粒勝）宅にハガキやショートメールで直接送付いただいても結構です。住所（九重町大字粟野1414番地）

　
新
涼
は
、
立
秋
を
過
ぎ

て
夏
と
は
違
う
し
み
じ
み

と
し
た
涼
し
さ
を
感
じ
る

こ
と
。

　
ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ
は
、
ピ

ア
ノ
の
独
奏
に
よ
る
ソ
ナ

タ
、
つ
ま
り
い
く
つ
か
の

楽
章
か
ら
な
る
ソ
ロ
。

　
ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ
を
聴
く
朝
は

き
っ
と
良
い
一
日
に
な
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

新
涼
や
ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ
の
聴
け
る
朝
　
　
　
高
倉
　
直
人

ふ
る
さ
と
探
訪

ふ
る
さ
と
探
訪

多
作
多
捨

多
作
多
捨

も
った
い
な
い
俳
句 

　「
動
詞
」

歳 時 記
俳
句
の
基
本
　
　
一
句
一
動
詞

今
月
の
推
薦
句

今
月
の
推
薦
句

　

爽
籟
は
秋
風
の
さ
わ
や
か
な
響
き
の
こ
と
。
日
野
草
城
の

〈
爽
籟
や
空
に
み
な
ぎ
る
月
あ
か
り
〉
と
い
う
句
が
蘇
り
ま

す
。
中
七
の
「
草
木
の
こ
ゑ
」
と
い
う
擬
態
が
効
果
的
で
す
。

爽
籟
や
草
木
の
こ
ゑ
な
つ
か
し
む

豊　
　
　

國

　
敬
老
の
日
に
亡
き
母
の
使
っ
て
い
た
箪
笥
を
覗
い
た
と
い
う

た
だ
の
報
告
句
の
よ
う
で
す
が
、
帯
が
あ
っ
た
と
か
着
物
が

あ
っ
た
と
か
多
く
を
言
わ
な
い
こ
と
で
読
み
手
の
想
像
力
に
委

ね
て
い
ま
す
。
省
略
句
の
見
本
で
す
。

敬
老
日
亡
母
の
箪
笥
あ
け
て
見
る

井
上
紀
久
子

　
妻
恋
草
は
草
紅
葉
の
こ
と
。
妻
を
亡
く
し
て
一
人
暮
ら
し
の

作
者
が
ど
こ
か
に
で
か
け
、
わ
が
家
の
あ
る
峠
を
越
し
た
時
の

感
傷
の
一
句
で
し
ょ
う
か
。
妻
恋
草
が
読
み
手
心
に
響
き
ま

す
。

妻
恋
草
峠
越
ゆ
れ
ば
吾
が
故
郷

冨
田　

一
主

新
涼

　
動
詞
は
少
な
い
方
が
い
い
と
い
わ
れ
ま
す
。
一
句
一
動
詞
は
常
識
だ
と
も
言
わ
れ
ま
す
が
、
誰
が
言
い

出
し
た
か
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
動
詞
が
ひ
と
つ
と
い
う
の
は
俳
句
の
中
で
は
述
べ
よ
う
、
喋
ろ
う
と
い

う
作
句
姿
勢
を
正
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
ピ
エ
ロ
の
泣
い
た
り
笑
っ
た
り
の
表
情
を
捉
え
よ
う
と
す
る
着
眼
は
い
い
な
と
思
い
ま
す
が
、
泣
く
笑

う
濃
き
で
は
、
や
や
句
に
安
定
感
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
ね
。
秋
深
し
の
季
語
も
動
き
ま
す
。

秋
幾
年
（
い
く
と
せ
）
で
長
い
年
月
、
泣
い
た
り
笑
っ
た
り
の
ピ
エ
ロ
の
仕
事
も
イ
メ
ー
ジ
が
湧
き
ま

す
。
下
五
も
「
泣
き
笑
ひ
」
で
名
詞
止
め
に
し
ま
し
た
。

（
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
）
動
詞
の
少
な
い
俳
句
は
読
ん
で
安
定
感
が
あ
る
そ
う
で
す
。
と
い
う
こ
と
は
動
詞
が

増
え
過
ぎ
る
安
定
感
が
乏
し
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
動
詞
の
多
用
さ
れ
た
句
も
あ
り
ま
す

の
で
、
否
定
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
要
は
、
作
者
が
ど
ち
ら
を
重
視
す
る
か
で
も
あ
り
ま
す
。

秋
深
し
泣
き
笑
ひ
濃
き
ピ
エ
ロ
の
目

ピ
エ
ロ
の
目
秋
い
く
と
せ
の
泣
き
笑
ひ

原
　
句

添
削
例

　
　
　
　
　
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
俳
句
を
視
聴
し
て
い
る
方
は
多
い
か
と
想
い
ま
す
が
、
第
三
週
は
岸
本
葉
子
さ
ん
の

司
会
で
す
。
彼
女
は
司
会
を
し
て
い
る
う
ち
に
俳
句
に
引
き
込
ま
れ
、
自
身
で
も
俳
句
の
本
を
出
版
す
る
ま

で
に
な
っ
て
、
二
〇
一
九
年
四
月
に
発
刊
し
た
『
岸
本
葉
子
の
俳
句
の
学
び
方
』
は
大
好
評
で
五
月
に
ま
た

再
版
を
す
る
と
い
う
人
気
を
博
し
て
い
ま
す
。
こ
の
本
は
、
初
心
者
に
も
わ
か
り
や
す
く
楽
し
め
ま
す
。
ぜ

ひ
、
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
▽
秋
は
華
や
か
な
季
節
で
も
あ
り
ま
す
が
、
ま
た
も
の
悲
し
く
も
感
じ
る

季
節
。
今
月
号
は
母
を
想
う
句
が
目
立
ち
ま
し
た
。
「
敬
老
日
」
「
む
か
ご
飯
」
「
木
犀
の
」
。
い
ず
れ
も

心
に
し
み
い
る
佳
い
句
で
す
ね
。
そ
れ
で
は
ま
た
晩
秋
に
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。  　

 

（
り
ゅ
う
し
ょ
う
）

新
涼
や
ね
ぐ
ら
へ
帰
る
親
子
鳥

千
町
無
田
梵
鐘
遠
く
稲
穂
揺
れ

銀
杏
の
中
を
ほ
じ
く
り
笛
を
吹
く

独
り
寝
の
コ
オ
ロ
ギ
迷
い
込
む
夜
か
な

豪
雨
禍
に
耐
え
て
稲
穂
の
黄
金
色

コ
ス
モ
ス
や
無
人
の
駅
を
守
り
立
つ

湯
上
が
り
の
火
照
り
さ
ま
す
や
涼
の
月

松
虫
草
飛
ん
で
跳
ね
て
の
大
燥
ぎ

見
上
げ
ゐ
る
行
合
の
空
秋
つ
れ
て

山
際
の
黄
昏
時
や
秋
刀
魚
焼
く

水
溜
ま
る
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
に
秋
の
雲

六
年
の
か
け
っ
こ
か
な
ち
ゃ
ん
運
動
会

た
わ
む
れ
に
背
負
う
母
な
し
つ
わ
の
花

む
か
ご
飯
母
の
笑
顔
を
偲
び
つ
つ

芋
嵐
安
否
た
ず
ね
て
文
二
通

木
犀
の
香
り
漂
う
母
の
家

目
薬
を
さ
し
て
夜
長
の
灯
に
戻
る

香　

澄

八
千
子

律　

子

左
世
美

ヨ
ウ
子

末　

子

則　

子

良　

子

泉　

渓

桐　

友

文　

雄

   　

重　

吉

ム
ツ
子

好　

美

い
ず
み

純　

子

ヤ
ス
コ

（
選
者
・
評
）

佳
作
　
十
七
席

佳
作
　
十
七
席

窓
辺
か
ら
み
え
る
新
涼
風
景

そ
う
ら
い

つ
ま
こ
い
ぐ
さ

こ
き
ょ
う

ゆ
き
あ
い

ぼ
ん
し
ょ
う
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● 

病
　
院

10月

11月

25日

1日

3日

8日

15日

22日

23日

77-6121

72-1127

72-7100

78-8811

76-2711

72-6101

72-0330

野 上

塚 脇

山 田

町 田

恵 良

塚 脇

塚 脇

電　話住　所 医療機関名日月
0973-22-0222

0973-22-3034

0973-57-2102

72-5983

0973-22-2556

0973-22-0075

72-0450

日田市

日田市

日田市

玖珠町

日田市

日田市

玖珠町

９月１日～９月末日届出分
人口と世帯
人口
  男
  女
世帯
　　　　　（　）は前月からの増減

9,170  人
4,375  人
  4,795  人
3,897 　 

（－　 ）
（－　 ）
（－　 ）
（－　 ）

20
9
11
8

岩　尾　秀　雄
岩　尾　正　男
岩　尾　由　比
梅　木　鎭　生
永　樂　フサ子
小　野　逸　彦
小　野　ヨシ子
河　野　ミ　ヱ
武　内　哲　子
宮　﨑　　　淳

野 矢
野 矢
小 平 谷
　 西 　
物 見 塚
湯 沢
田 尻
中 巣
川 西 二
須 久 保

お悔やみ申し上げます弔慰
おなまえ 年齢 行政区

町の面積／271.37㎢
町の木／くぬぎ
花／ミヤマキリシマ　　鳥／カッコウ

★都合で変更する場合があります。

矢 原 医 院

玖 珠 記 念 病 院

麻生消化器科内科

友 成（町 田）医 院

井 上 医 院

三池循環器内科クリニック

友 成（塚 脇）医 院

おおくら歯科医院

武 内 歯 科 医 院

小 野 歯 科 医 院

井上第２歯科医院

桑 野 歯 科 医 院

アペックス歯科

倉 成 歯 科 医 院

2020 年 10 月・11 月休日当番医

こちら
119番
こちら
119番

お問い合わせ　玖珠消防署　警防係　☎ 72ー2141

● 

歯
科
医

10月

11月

25日

1日

3日

8日

15日

22日

23日

電　話住　所 医療機関名日月

地区別 件数
物損
事故 件数計人身事故

死者 負傷者
0

1

0

0

1

5

1

5

4

15

3

2

5

3

13

22

29

92

52

195

25

31

97

55

208

東飯田

野　上

飯　田

南山田

計

2020・9月末
町内地区別事故発生状況

人の動き人の動き
『令和２年度
　 秋季全国火災予防運動』

89
87
95
70
87
84
89
90
90
87

　今年は新型コロナウイルス感染拡大防止
のため、運動会が午前中のみの開催であっ
たり、保護者の方の人数制限、来賓や地域
の方をご招待できなかったところがほとん
どでした。そのため、ほんの少しですが、
練習の成果を発揮してがんばっていた子ど
もたちの姿をお届けできたら…と表紙と裏
表紙は運動会にしてみました。同日に行わ
れた日は、運動会のハシゴや撮影をお願い
したりと競技もすべてを撮影できていませ
んが、今年も子どもたちは元気に一生懸命
がんばっていた姿を感じていただけたら嬉
しいです。　　　　　　　　　　Tomo

編集後記 交通安全110

急なケガの対応・病院のかかり方
こころの相談などご相談くださいここのえ健康ダイヤル

フリーダイヤル
0120－511－658（24時間年中無休無料健康相談）

　「その火事を　防ぐあなたに　金メダル」
を全国統一防火標語に11月９日から11月15日までの一週間、秋の全国火
災予防運動が実施されます。
　この運動は、火気を使う機会が増え、火災が発生しやすい時期を迎える
にあたり、火災予防思想の一層の普及を図ることにより火災の発生を防止
し、火災による死傷者の発生や財産の損失を防ぐことを目的として毎年実
施されているものです。
　また、火災警報、強風注意報の発令中に火をつけることは条例で禁止さ
れています。火入に関する届出を出していても、火災警報、強風注意報の
発令時は直ちに中止するようにして下さい。
　　　　　　　　住宅防火いのちを守る７つのポイント
◆３つの習慣
　１　寝たばこは、絶対止める。
　２　ストーブは燃えやすいものから離れた位置で使用する。
　３　ガスコンロなどのそばを離れるときは必ず火を消す。
◆４つの対策
　１　逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
　２　寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する。
　３　火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
　４　お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。

以上のような７つのポイントを参考に火災
を予防しましょう。

　「COCOA」は、新型コロナウイルス感染
症の感染者と接触した可能性について、通
知を受け取ることができる、スマートフォ
ンアプリです。本アプリにより、陽性者と
の接触が通知された場合には、保健所等を
通じてPCR検査が可能となりますので、積
極的なインストールをお願いします。

新型コロナウイルス接触確認アプリ
「COCOA」のインストールをお願いします




